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C  客観的なシラバスによる授業計画
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事務分担に基づく業務執行

シラバスに基づく授業実施
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改善・向上
方策の検討

 計画達成にむけた業務分担等課題等報告　

課題把握

課題把握 

計画に基づく取組み実施

方針・取組み指示に基づく計画策定

・改善・向上方策の策定

自己点検・評価の総括

課題の把握

 ・部局への方針提示・取組み指示

課題に対する改善
　  ・向上策の検討
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報告　方針指示

報告・提言

分析依頼

教育研究評議会
（重要事項を審議）

教学情報委員会
（IR機関として支援）

審議依頼・報告

学　長

評価企画会議
（内部質保証の責任主体）

・内部質保証に関する方針・体制の整備

 ・外部評価の受審
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具体的には、評価企画会議にて自己点検・評価項目データ、中期計画・年度計画にもとづく年度計画シート、法人評価等の外部評価、外部委員からの指摘・意見等により課題を把握し、改
善・向上のための方針を検討、決定したうえで、その方針を各部局へ指示している。その後、部局から各構成員へ指示が行われ改善・向上策を具体化していく。
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構成員へ方針指示

改善・向上方策の検討

報
告

内部質保証の取り組みは大きく３つの階層（全学ﾚﾍﾞﾙ、部局ﾚﾍﾞﾙ、構成員ﾚﾍﾞﾙ）に分けて考えることができ各階層でPDCAサイクルを回しながら、階層間でのやり取りを通して全体として大き
なサイクルを回す構造となっている。

本学では、内部質保証推進の主体として学長を議長とする評価企画会議を設置し、取り組みんでいる。

各
部
局
へ
方
針
指
示

構
成
員
レ
ベ
ル

事務職員 教　員

学部・学科

研究科

【内部質保証上での主な役割】
＊自己点検･評価項目データの
分析・報告

＊評価企画会議での改善・向上策
検討のための分析支援

＊部局への分析支援

＊学生動態報告データ、法人評価、年度計画シート、
外部委員からの指摘等による課題把握

＊課題に対する対応方針の検討
＊各部局へ方針に基づき指示

＊評価企画会議からの方針指示に

基づく対応

＊年度計画シートに基づく進捗管理

等を通して実施状況、結果、新た

な課題を評価企画会議へ報告

＊部局ﾚﾍﾞﾙからの方針指

示に基づく対応

＊事務分担、シラバスに

基づく業務、授業の実施
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